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研究成果の概要（和文）：本研究では、低次のレベルでは、母語で注意を払われていない音響手がかりでも、第二言語
の音声知覚の際には利用されていることが分かった。更に2013年には、Activation Threshold Model という音声知覚
モデルを提唱した。このモデルは、音響手がかりと音カテゴリのマッピングが形成されることにより、カテゴリ区別に
利用されない音響手がかりへの注意が抑制されるというものである。
研究成果の概要（英文）：Our previous research has revealed that L2 learners use acoustic cues that are not
 phonologically relevant for segmental perception in their L1. As a result, we have proposed a model for p
honological perception we term the Category Activation Threshold Model. This model maintains that sensitiv
ity to acoustic details not used for categorical distinction is actively suppressed in the course of mappi
ng acoustic cues to phonological categories.
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１．研究開始当初の背景	 	 
	 
母語の音声知覚においては、人は普段、細か
い音声手がかりに注意を払わず、意味区別に
必要とされる大まかな手がかりのみに注意
を払うとされる。本研究は、この母語での音
声知覚システムが第二言語での音声知覚に
どう影響し、どのように音声知覚が発達して
いくのかを明らかにしようとするものであ
る。 
第二言語音の習得において、母語に存在
しない範疇の音の知覚・生成は困難を伴う。
これは第二言語音の知覚・生成が共に母語
の音韻システムに依存しているからである
と考えられている。たとえば、英語の 
‘think’, ‘other’ にみられる 'th' は日本語
には存在せず、日本語母語話者には生成・
知覚ともに困難な音である。日本語話者は
この子音に近い日本語の子音、[s] と[θ] 
とを同一カテゴリの子音として知覚・生成
する。では、母語にある音素の知覚に利用
されていない音響的特徴は、第二言語学習
者には聞こえておらず、知覚に影響を与え
ないのであろうか。第二言語音声知覚・生
成のメカニズムを明らかにする際に、音響
的特徴の利用に焦点を当て、調査を行った。 
 
２．研究の目的 
 
一連の研究の目的は、第二言語音韻習得にお
ける知覚・生成の習得メカニズムを探ること
であった。母語の音韻システム（音素システ
ム）は、第二言語の分節音習得の知覚・生成
にどのように影響するのであろうか。	 
	 本研究では、(1）第二言語習得の際に母語
の音韻システムが音声手がかりの利用に影
響を与えるのか、(2）分節音知覚において、
母語の影響はどのように起こるのか、(3）第
二言語の音声知覚と生成の間のギャップは
存在するのか、以上３つを明らかにすること
を目的とし、調査を行った。	 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、英語の歯間摩擦音[θ][ð]の L
２習得に焦点を当て、L２音声知覚・生成が
どのように行われているのかを明らかにす
るため、主に次の２つの方法で調査を行った。	 
	 (１)日本語母語話者が、母語の音素システ
ムには存在しない歯間摩擦音を聞く際、どの
ような母語音との混同が起こるのか、どのよ
うな音を代用に用いるのか、有声・無声歯間
摩擦音のカタカナ表記タスクを行い調査し
た。また、その代用に用いられる分節音と、
口頭産出の際に代用に用いられる分節音と
の間に違いはあるのか、録音された L２音声
を分析し、知覚調査の結果と比較した。	 
	 (２)日本語に存在せず、他の子音と混同す
ることが知られているペアを弁別する場合
に（例えば	 s-th	 など）、母語の音素弁別に
利用されていないと考えられる音響的手が
かりが、弁別判断に影響しているのかどうか
を明らかにするため、2 つのタイプの実験を
行った。１つは、AX タスク、ABX	 タスクと呼
ばれる弁別実験であった。これらの実験では、	 	 
"sin"、"thin"	 というように、日本語母語話者
が混同しがちな子音が異なるものであると
知覚されているのか、それとも同じものだと
知覚されているのか、実験を行った。また、
この子音弁別の成績が、母音環境により異な
るのかどうかを調査した。母音環境が異なれ
ば、弁別対象となる子音は長音結合により、
音響特徴が変化する。もし日本語母語話者が
母語で音韻弁別に用いていないような音響
的手がかりを利用しているのであれば、母音
環境により弁別成績に差が出ることが期待
される。	 
	 また、音響手がかりの利用を確認するため、
弁別実験以外にも類似性判断実験を行った。
この実験では、異なる話者による単語ペアの
音声を提示し、類似性を 5 段階で判断させる
ものであった。もし、細かな音響手がかりが
利用可能であれば、母語に無い単語のペアで
あっても、違いが数値として表れることが期
待される。	 
	 
４．研究成果	 
	 
歯間摩擦音の知覚・生成実験の結果、第二言
語音韻システムにおいて、音声知覚と生成の
間にはギャップが見られた。このギャップの
存在は、音声知覚に用いられる文法と音声産
出に用いる文法の 2つのシステムが存在する
ことを示唆している（図 1 参照）。	 
図 1．第２言語音韻処理モデル：知覚と産出の二重モデ
ル(川﨑	 2011)	 
	 
	 また、3 年間の研究を通して、少なくとも
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低次の音声レベルでは、母語で意味区別に利
用されず、注意を払われていない音響手がか
りであっても、第二言語の音声知覚の際には
利用可能であることが分かった	 (川﨑ら	 
2010,	 Kawasaki	 et	 al	 2013,	 2014)。	 
	 先行研究では、音響的な手がかりは時間と
共に記憶からフェードアウトしていくため、
弁別実験などにおいて最初に提示される音
声と、次に提示される音声の提示間隔が短い
場合(たとえば AX タスクにおいては、A と X
の間の提示時間の間隔が短い場合)には音響
手がかりは知覚されうるが、提示間隔を長く
していった場合には母語の音韻カテゴリの
マッピングに使用されない細かい音響手が
かりは利用されないと考えられていた(図 2
参照）。	 
図 2．音響手がかりのフェードアウト	 
（Pisoni, 1973; Werker & Logan, 1985 に基づく）	 
	 
しかし、川﨑ら(2011)、Kawasaki	 et	 al	 (2014)	 
をはじめとする我々の一連の実験では、L２
学習者は提示間隔が長くなった場合でも、母
語で利用されない微細な音響手がかりを利
用する傾向にあることが明らかになった。	 
	 この結果に基づき、Matthews	 &	 Kawasaki	 
(2013)	 では Activation	 Threshold	 Model	 と
いう音声知覚の習得モデルを提唱した。この
モデルは、音響手がかりの利用は、意味区別
を担う音のカテゴリと音響手がかりのマッ
ピングが形成されることにより、抑制される
というものである(図 3）。	 
	 
図 3．Activation	 Threshold	 Model	 (Matthews	 &	 Kawasaki	 
2013)	 
	 
このモデルにおいては第二言語の習得初期
段階では音響手がかりと音のカテゴリとの
マッピングが形成されていないため、様々な
音響手がかりに注意が分散される。しかし、
マッピングが形成されることにより、意味区
別に必要な音響手がかりにのみ注意が集中
することとなり、母語の音声知覚により近い、
効率よい知覚が行われるようになる。つまり、
上位カテゴリの活性化（activation)	 により、
細かな音響手がかりに注意を払わず、カテゴ
リ知覚が可能となるのである。このモデルは、
音響手がかりとカテゴリのマッピングの形
成が、第二言語音声コミュニケーション習得
に必要なステップであることを示唆するも
のである。	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